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江東区役所〒135-8383 東陽 4−11−28☎ 3647−9111(代)

こうとう区報は発行日から
3日かけて郵便ポストへ
お届けしています

ご家庭・事業所等で配布が必要ない場合や、配布部数の変更を希望
される場合は、全戸配布コールセンター（平日および配布日の9：00〜
19：00）☎3950-3070へ 読み終わった区報は古紙回収へ

▲地域に密着した施設を目指します。
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オリンピック・パラリンピックを

成功させよう！

水
陸
両
用
バ
ス
が
水
に
飛
び
込
む

旧
中
川
・
川
の
駅
︒
恒
例
と
な
っ
た

﹁
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
江
東
﹂
を
地
域

団
体
が
主
体
と
な
り
開
催
し
ま
す
︒

各
種
乗
船
体
験
を
は
じ
め
︑
た
く
さ

ん
の
催
し
物
を
予
定
し
て
い
ま
す
︒

ま
た

日
の
日
没
後
は
︑
ラ
ン
タ
ン

15

に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
︒
幻
想
的
な
水
辺
空
間
を
演
出

し
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
土
)
・

日
︵
日
︶

14

15

午
前

時
～
午
後
�
時
︵

日
は
午

10

15

後
	
時
ま
で
︶
▢場
旧
中
川
・
川
の

駅
︵
大
島
�
︱

︶
▢人
ど
な
た
で

10

も

▢内
水
陸
両
用
バ
ス
・
動
力

船
・
和
船
・
ア
ク
セ
ス
デ
ィ
ン

ギ
ー
・
カ
ヌ
ー
の
乗
船
体
験

︵
一
部
無
料
︶
︑
マ
ー
ケ
ッ
ト
︑

地
元
町
会
・
商
店
街
に
よ
る
模

擬
店
︑
物
産
品
の
出
店
の
ほ
か

中
川
船
番
所
資
料
館
︵
当
日
入

場
無
料
︶
で
も
催
し
物
が
あ
り
ま
す
︒

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵

▢
h
ttp
:

HP

/
/
h
in
o
m
a
r
u
s
u
n
s
.c
o
m
/
b
lo

c
k
s
/
in
d
e
x
/
0
0
0
1
1
︶
を
ご
覧
く
だ

さ
い
※
天
候
に
よ
り
内
容
変
更
あ
り

﹇
主
催
﹈リ
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
江
東
実
行

委
員
会
﹇
協
賛
﹈
�
面
下
部
参
照

▢申
当
日
直
接
会
場
へ
※
駐
車
場
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
︑
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

▢問
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
江
東
実
行
委

員
会
事
務
局☎

(
�
�
�
�
)
�
	
�
	

▲和船・カヌーなど水辺で楽しむ催しがいっぱい（右下はランタン)
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区の東西に流れる2本の川

(隅田川と荒川)と2つのK(継

承と革新)をモチーフとして

います。深い紺色は伝統文

化の継承を意味し、明るい

水色は未来への挑戦・革新

の色を表現しています。

［江東ブランドロゴマーク］

面 積 39.99km
2

＋ 244人人 口

＋ 2人

249,030人 ＋ 95人

前月比(±)

494,196人

（平成27年2月1日現在）

249,204世帯

＋ 20人

世帯と人口

＋ 102世帯世 帯

女

※平成24年7／9から外国人も住民基本
台帳法の適用となりました

10,555人男外
国
人

住
民
数

(
内
数
)

＋ 149人245,166人男住
民
基
本

台
帳
人
口

12,233人女

千田23-13(株)イヨベ工芸社
辰巳3-11-19
(辰巳工場)

(株)インターデコム

北砂5-19-27(株)石川

［製造業部門］

(株)ムトウユニパック

新木場1-7-6北三(株)
新木場2-5-3細田木材工業(株)
亀戸7-5-1(株)丸山製作所
永代1-7-12

白河3-3-8中山ライニング工業(株)
北砂3-22-22野田琺瑯(株)
扇橋1-3-21(有)伴田鉄工所

東雲2-11-20常磐鋼帯(株)
平野3-8-6(株)特殊阿部製版所
深川1-9-13なかじまや

亀戸4-29-13白石シャツ工業(株)
東陽5-13-12(株)セキュリティージャパン
木場2-17-13(株)東京センサ

大島7-33-2坂硝製作所
千田16-2刺繍屋 阿部

亀戸3-32-4ベッ甲イソガイ(べっ甲)

［伝統工芸部門］ ※( )内は認定製品

大島5-2-6
(有)大久保硝子工芸
(江戸切子)

扇橋1-13-9桶栄(桶)

認定企業一覧
(会社名(50音順)・住所)

▲藤井舞さん
(深川第五中学校)

メニュー

［主食］枝豆ご飯
［主菜］まぐろ豆腐ハンバーグ、卵焼き
［副菜］ほうれん草としめじのバター炒め
※容器などは実際のものと異なります。

毎年テーマを変えて実施している

｢おいしいメニューコンクール｣の表

彰式が11／30、江東区文化センター

で行われました。

今回は、誰かに感謝を伝える｢あ

りがとう弁当を作ろう!!｣として、中

学生部門応募総数3,132点から選ば

れた25の優秀作品で調理・試食によ

る二次審査が行われ、グランプリが

決定しました。

このグランプリ弁当を1日限定で

販売し、皆さんにご紹介します。ま

た3／10(火)・11(水)には区役所2階

区民ホールで優秀作品の紹介とレシ

ピ集の配布も行います。

▢時 3／11(水)11：00〜 ▢場 障害者の

手作りショップ｢るーくる｣(区役所2

階)［販売数］50個(先着順)▢費 400円

▢問 保健所健康推進課栄養指導担当

☎3647-6713

母への日ごろの感謝を込

めて作りました。栄養バラ

ンスを考慮し、野菜中心の

色鮮やかなお弁当にしま

した。


